
特集
道
半
ば
の
顧
客
本
位

共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
一
段
の
実
効
性
向
上
は

各
社
独
自
の
工
夫
に
期
待

資
産
運
用
の
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は

「
見
え
る
化
」
か
ら
「
見
せ
る
化
」
へ

金
融
庁
は
「
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
」
の
取
り
組
み
の
「
見
え
る
化
」
を
進
め
る
た
め
、
２
０
１
８

年
６
月
に
「
投
資
信
託
の
販
売
会
社
に
お
け
る
比
較
可
能
な
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
」
を
策
定
し
、
投
資
信
託

の
販
売
会
社
に
対
し
公
表
を
促
し
て
き
た
。
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
公
表
す
る
販
売
会
社
の
数
は
着
実
に
増

加
し
、
併
せ
て
分
析
結
果
も
公
表
す
る
と
い
っ
た
好
事
例
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
公
表
数
値

を
良
く
す
る
こ
と
が
目
的
化
し
て
い
る
よ
う
な
事
例
も
あ
る
。
間
も
な
く
４
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る

共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
つ
い
て
課
題
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

比
較
可
能
性
の
向
上
を

企
図
し
た
３
指
標

　

金
融
庁
は
、
２
０
１
７
年
３
月
に

「
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
に
関
す
る

原
則
」
を
策
定
・
公
表
し
た
。
併
せ

て
、
金
融
事
業
者
の
取
り
組
み
の

「
見
え
る
化
」
を
促
進
す
る
観
点
か

ら
、
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
の
定
着

度
合
い
を
客
観
的
に
評
価
す
る
た
め

の
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
を
取
組
方

針
等
に
盛
り
込
む
よ
う
各
金
融
事
業

者
に
働
き
掛
け
た
。

　

一
方
で
、
各
金
融
事
業
者
が
自
主

的
に
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
・
公
表
す
る
た

め
、
顧
客
が
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
も
と
に
良
質

な
金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
事
業
者
を
選
ぶ
こ
と
は
、
必
ず
し

も
容
易
で
は
な
い
と
の
声
が
多
く
聞

か
れ
た
。

　

そ
こ
で
金
融
庁
は
、
第
三
者
が
比

較
で
き
る
統
一
的
な
情
報
と
し
て
、

「
運
用
損
益
別
顧
客
比
率
」
の
ほ
か
、

「
投
資
信
託
預
り
残
高
上
位
20
銘
柄

の
コ
ス
ト
・
リ
タ
ー
ン
」
お
よ
び

「
投
資
信
託
預
り
残
高
上
位
20
銘
柄

の
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
」
の
三
つ
の

指
標
を
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
策
定
し

た
。

　

金
融
庁
は
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
策
定
に

際
し
、
顧
客
が
投
資
信
託
を
購
入
す

る
目
的
は
、
基
本
的
に
は
リ
タ
ー
ン

日
本
資
産
運
用
基
盤
グ
ル
ー
プ

主
任
研
究
員

長
澤
敏
夫

金融財政事情2022． 4． 5 16

※週刊金融財政事情が記事の利用を許諾しています。



特集
道半ばの顧客本位

を
得
る
た
め
だ
と
し
、
長
期
的
に
リ

ス
ク
や
手
数
料
等
に
見
合
っ
た
リ
タ

ー
ン
が
ど
の
程
度
生
じ
て
い
る
か
を

「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
が
、
顧
客

が
良
質
な
金
融
事
業
者
を
選
ぶ
上
で

有
益
だ
と
考
え
た
と
し
て
い
る
。
金

融
庁
で
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
改
善

す
べ
き
点
が
あ
る
こ
と
は
認
め
つ
つ
、

共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
多
く
の
事
業
者
に
公

表
し
て
も
ら
う
こ
と
で
比
較
可
能
性

を
高
め
て
い
く
こ
と
を
企
図
し
た
。

共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
相
応
の
成
果

21
年
12
月
末
時
点
で
、
金
融
庁
が

公
表
す
る
「
金
融
事
業
者
リ
ス
ト
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
９
８
６
事
業
者

の
う
ち
、
２
０
８
の
事
業
者
（
こ
れ

に
加
え
、
単
位
農
協
２
２
３
事
業
者

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
１
事
業
者
と
し
て
カ
ウ

ン
ト
）
が
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
公
表
し
て

い
る
。
な
お
、
20
年
12
月

時
点
で
は
５
３
４
の
金
融

事
業
者
が
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を

公
表
し
て
お
り
、
数
が
減

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

が
、
こ
れ
は
中
途
で
集
計

方
法
を
変
更
（
注
１
）
し

た
た
め
で
あ
り
、
実
質
的

に
は
公
表
事
業
者
数
は
着

実
に
増
加
し
て
い
る
。

　

共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
３
指
標

の
う
ち
、
メ
デ
ィ
ア
で
も

よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る

「
運
用
損
益
別
顧
客
比

率
」
に
つ
い
て
見
て
い
き

た
い
。
ま
ず
、
時
系
列
推

移
（
図
表
１
）
で
は
、
運

用
損
益
率
が
０
％
以
上

（
損
を
し
て
い
な
い
）
の

顧
客
の
比
率
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
を
受
け
て

上
下
し
て
い
る
も
の
の
、
業
態
別
で

は
投
信
を
直
販
し
て
い
る
投
資
運
用

業
者
が
高
い
傾
向
に
あ
り
、
証
券
会

社
が
低
い
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
同

一
業
態
内
で
も
、
そ
の
分
布
状
況

（
図
表
２
）
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　

一
方
、「
コ
ス
ト
・
リ
タ
ー
ン
」

や
「
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
」
に
つ
い

て
は
、
例
え
ば
ネ
ッ
ト
系
証
券
や
投

資
運
用
業
者
で
は
、
低
コ
ス

ト
・
高
リ
ス
ク
で
高
リ
タ
ー

ン
を
、
信
用
金
庫
等
の
協
同

組
織
金
融
機
関
で
は
、
低
コ

ス
ト
・
低
リ
ス
ク
で
全
業
態

平
均
的
な
リ
タ
ー
ン
を
確
保

し
て
い
る
な
ど
業
態
的
な
バ

ラ
つ
き
が
あ
る
（
注
２
）。

　

投
信
の
損
益
に
つ
い
て
は
、

14
年
12
月
に
導
入
さ
れ
た

「
ト
ー
タ
ル
リ
タ
ー
ン
通

知
」
に
よ
り
、
個
々
の
顧
客

宛
て
に
金
融
事
業
者
か
ら
通

知
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
事

業
者
に
よ
っ
て
顧
客
の
損
益

が
大
き
く
違
っ
て
い
る
こ
と

は
、
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
導
入
以
前

は
「
見
え
る
化
」
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
コ
ス
ト
や
リ
ス

ク
と
比
較
し
た
リ
タ
ー
ン
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
に
鑑

み
れ
ば
、
顧
客
お
よ
び
事
業
者
の
リ

タ
ー
ン
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
に

お
い
て
、
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
相
応
の
成

果
を
上
げ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

さ
ら
な
る
精
緻
化
は

金
融
事
業
者
の
負
担
大

　

共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
18
年
６
月
に
公
表

さ
れ
た
が
、
早
期
に
取
り
組
ん
だ
金

〔図表１〕 運用損益率が０％以上の顧客比率の時系列推移

〔図表２〕 運用損益率が０％以上の顧客比率の業態別分布状況
（21年３月末基準）

（出所）　金融庁公表資料から筆者作成（図表２も同じ）。

（注）　中央値は平均値、（　）内は事業者数。
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特集
融
事
業
者
で
は
18
年
３
月
末
基
準
か

ら
公
表
を
始
め
て
お
り
、
今
年
３
月

末
で
５
回
目
の
基
準
日
を
迎
え
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
共
通
Ｋ

Ｐ
Ｉ
の
課
題
に
つ
い
て
整
理
し
た
上

で
、
さ
ら
に
実
効
性
を
高
め
る
た
め

に
は
ど
う
す
べ
き
か
、
私
見
を
述
べ

た
い
。

　

ま
ず
、
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
定
義
に
関

す
る
精
緻
化
の
要
否
に
つ
い
て
考
え

た
い
。
金
融
庁
は
、「
運
用
損
益
別

顧
客
比
率
」
の
精
緻
化
に
向
け
た
課

題
を
列
挙
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

①
基
準
日
時
点
で
保
有
し
て
い
る
投

信
だ
け
で
な
く
、
基
準
日
ま
で
に
全

部
売
却
・
償
還
さ
れ
た
銘
柄
を
含
め

特
定
期
間
内
に
保
有
し
て
い
る
（
い

た
）
銘
柄
を
対
象
と
す
る
、
②
運
用

損
益
率
の
算
出
は
、
基
準
日
時
点
の

末
残
で
は
な
く
特
定
期
間
内
の
平
残

（
日
次
の
残
高
の
平
均
）
を
用
い
る
、

③
基
準
日
の
一
時
点
の
み
の
損
益
率

を
算
出
す
る
の
で
は
な
く
、
複
数
年

の
損
益
率
を
そ
れ
ぞ
れ
年
率
化
す
る

│
│
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
よ

り
精
緻
な
定
義
に
基
づ
く
数
値
が
算

出
可
能
な
金
融
事
業
者
に
お
い
て
は
、

共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
併
せ
て
自
主
的
に
公

表
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（
注
３
）

と
し
て
い
る
。

　

現
在
の
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
定
義
で
は
、

基
準
日
ま
で
に
売
却
・
償
還
さ
れ
た

銘
柄
は
運
用
損
益
の
中
に
含
ま
れ
な

い
。
そ
の
た
め
、
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
公

表
す
る
販
売
会
社
が
、
金
融
事
業
者

間
の
横
比
較
を
過
度
に
意
識
し
て
、

含
み
損
の
あ
る
顧
客
に
損
切
り
を
勧

め
た
り
、
含
み
益
の
あ
る
顧
客
の
利

益
確
定
を
遅
ら
せ
た
り
す
る
事
例
も

漏
れ
聞
く
。
こ
の
よ
う
な
顧
客
取
引

の
持
続
性
の
観
点
か
ら
懸
念
を
抱
か

ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
行
為
を
牽
制

す
る
た
め
に
は
、
精
緻
化
の
意
義
は

相
応
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

他
方
、
現
状
で
は
前
記
①
の
「
全

部
売
却
・
償
還
さ
れ
た
銘
柄
も
含
め

た
運
用
損
益
率
」
を
開
示
し
て
い
る

金
融
事
業
者
は
一
部
に
と
ど
ま
る
。

そ
し
て
②
、
③
に
つ
い
て
は
、
筆
者

の
知
る
限
り
に
お
い
て
自
主
的
に
開

示
し
て
い
る
金
融
事
業
者
は
見
当
た

ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、

精
緻
化
に
伴
う
金
融
事
業
者
の
負
担

は
か
な
り
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、「
コ
ス
ト
・
リ
タ
ー
ン
」

お
よ
び
「
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
」
の

基
準
で
は
、
設
定
後
５
年
以
上
の
投

信
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、

顧
客
の
投
資
ニ
ー
ズ
は
中
長
期
的
な

も
の
ば
か
り
で
は
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
足
元
５
年
間
で
新
た
に
設
定

さ
れ
た
フ
ァ
ン
ド
が
残
高
上
位
に
入

っ
て
い
て
も
、
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
で
は
そ

れ
ら
の
コ
ス
ト
・
リ
タ
ー
ン
や
リ
ス

ク
・
リ
タ
ー
ン
が
比
較
で
き
な
い
と

の
意
見
も
聞
く
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

設
定
後
５
年
未
満
の
銘
柄
を
含
む
計

数
を
公
表
し
て
い
る
販
売
会
社
も
見

受
け
ら
れ
る
。

　

一
方
、
日
本
の
場
合
、
新
た
に
設

定
さ
れ
る
投
信
に
は
「
テ
ー
マ
型
投

信
」
が
多
く
、
テ
ー
マ
の
移
り
変
わ

り
が
早
い
た
め
、
新
規
設
定
直
後
の

資
金
流
入
か
ら
一
定
期
間
後
に
は
資

金
流
出
に
転
じ
る
銘
柄
が
多
い
と
の

指
摘
が
あ
る
。
リ
タ
ー
ン
に
つ
い
て

も
、
人
気
の
あ
る
時
は
堅
調
で
も
、

ブ
ー
ム
が
過
ぎ
る
と
値
下
が
り
に
転

じ
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
と
の
指
摘

（
注
４
）
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
テ
ー
マ
型
投
信
自
体

を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た

新
規
設
定
フ
ァ
ン
ド
の
リ
タ
ー
ン
等

を
公
表
す
る
姿
勢
は
大
い
に
評
価
し

た
い
が
、
広
く
一
般
の
投
資
家
に

「
見
え
る
化
」
す
る
指
標
と
し
て
は
、

一
定
程
度
（
こ
の
場
合
５
年
）
の
ト

ラ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
を
持
つ
も
の
に
限

定
す
る
と
い
う
考
え
方
自
体
に
違
和

感
は
な
く
、
定
義
を
変
え
る
必
要
性

ま
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　

確
か
に
、
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
つ
い
て

は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
。
金
融

庁
に
お
い
て
も
、
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
単
独

で
金
融
事
業
者
を
選
ぶ
こ
と
を
想
定

し
て
お
ら
ず
、
そ
も
そ
も
顧
客
層
、

販
売
チ
ャ
ネ
ル
、
主
力
販
売
商
品
が

違
い
、
さ
ら
に
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
等
に
も

公
表
事
業
者
が
広
が
る
な
か
、
基
準

変
更
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
の

負
担
を
事
業
者
に
強
い
て
ま
で
共
通

Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
精
緻
化
を
行
う
メ
リ
ッ
ト

は
限
定
的
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

一
方
、
顧
客
属
性
ご
と
に
「
運
用

損
益
別
顧
客
比
率
」
を
算
出
し
た
り
、

同
比
率
の
優
劣
の
要
因
や
変
動
要
因

ま
で
分
析
し
た
り
し
て
社
内
に
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
具
体
的
な
行
動
に

移
す
よ
う
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
し
て
い

く
こ
と
に
活
用
し
て
い
る
金
融
事
業

者
も
あ
る
と
聞
く
。
ま
た
、
精
緻
化

と
は
別
の
論
点
に
な
る
が
、
共
通
Ｋ

Ｐ
Ｉ
だ
け
で
は
な
く
、
独
自
の
指
標

を
併
せ
て
公
表
す
る
事
例
も
見
ら
れ

る
。
具
体
的
に
は
、
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
、
顧
客
に
有
益
と

思
わ
れ
る
分
析
結
果
、
例
え
ば
「
口

座
開
設
年
別
損
益
状
況
」
や
「
５
年

以
上
継
続
積
立
顧
客
の
運
用
損
益
プ

ラ
ス
比
率
の
推
移
」
等
に
よ
り
、
自
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道半ばの顧客本位

ら
の
投
信
販
売
方
針
に
絡
め
て
「
長

期
・
積
立
」
の
有
効
性
を
顧
客
に
訴

求
し
て
い
る
金
融
事
業
者
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
好
事
例
を
金
融
庁
が
引

き
続
き
慫

し
ょ
う

慂よ
う

し
て
い
く
こ
と
の
方
が
、

販
売
態
勢
の
継
続
的
な
改
善
に
つ
な

が
ろ
う
。
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
起
点
に
し

た
デ
ー
タ
を
積
極
的
に
公
表
し
て
い

く
姿
勢
の
差
が
、
顧
客
に
と
っ
て
金

融
事
業
者
を
選
ぶ
際
の
参
考
に
な
り
、

「
見
え
る
化
」
の
実
効
性
が
高
ま
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

「
見
え
る
化
」か
ら

「
見
せ
る
化
」へ
の
工
夫
を

　

次
に
、
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
い
か
に
能

動
的
に
顧
客
に
見
せ
て
い
く
か
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。
19
年
８
月
に

金
融
庁
が
公
表
し
た
「
リ
ス
ク
性
金

融
商
品
販
売
に
か
か
る
顧
客
意
識
調

査
に
つ
い
て
」
で
は
、
金
融
庁
が
投

信
を
販
売
し
て
い
る
金
融
機
関
に
対

し
、
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
公
表
す
る
よ
う

働
き
掛
け
て
い
る
こ
と
を
「（
あ
る

程
度
）
知
っ
て
い
る
」
ま
た
は
「
聞

い
た
事
が
あ
る
」
と
の
回
答
者
は
合

わ
せ
て
24
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
知
っ
た
経

路
（
複
数
回
答
）
の
う
ち
、
最
も
多

か
っ
た
の
が
金
融
機
関
の
担
当
者
の

18
％
で
あ
り
、
金
融
機
関
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
は
13
％
で
３
番
目
（
２
番
目

は
新
聞
）
で
あ
っ
た
。
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ

の
一
般
投
資
家
へ
の
認
知
度
向
上
に

お
い
て
金
融
機
関
、
特
に
営
業
員
の

果
た
す
役
割
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
顧
客
本
位
の
業

務
運
営
の
取
組
方
針
の
概
要
を
店
頭

で
顧
客
向
け
に
説
明
で
き
る
よ
う
な

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
し
て
、
そ
の
中
に

共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
サ
マ
リ
ー
を
掲
載
す

る
な
ど
に
よ
り
、
顧
客
認
知
度
の
向

上
を
図
っ
て
い
る
事
例
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
で
は
な
い
が
、

顧
客
本
位
の
取
組
方
針
な
ど
を
動
画

や
マ
ン
ガ
で
説
明
す
る
こ
と
で
、
受

動
的
に
顧
客
に
読
ん
で
も
ら
う
の
で

は
な
く
、「
見
せ
る
」
工
夫
を
し
て

い
る
金
融
事
業
者
も
見
受
け
ら
れ
る
。

自
行
・
自
社
の
顧
客
本
位
の
業
務
運

営
の
取
り
組
み
は
、
い
か
に
顧
客
に

「
見
せ
る
化
」
し
て
い
く
か
を
競
い

合
う
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

＊　

＊　

＊

　

金
融
庁
は
、
22
年
３
月
末
以
降
、

投
信
と
類
似
の
機
能
を
有
す
る
金
融

商
品
と
し
て
比
較
推
奨
が
行
わ
れ
て

い
る
外
貨
建
て
保
険
に
つ
い
て
も
、

「
運
用
評
価
別
顧
客
比
率
」
と
「
銘

柄
別
コ
ス
ト
・
リ
タ
ー
ン
」
の
二
つ

の
指
標
（
注
５
）
を
外
貨
建
て
保
険

の
販
売
会
社
に
お
い
て
公
表
す
る
こ

と
を
求
め
る
と
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
保
険
と
投
信
で
は
、
保

障
機
能
の
有
無
や
コ
ス
ト
の
概
念
が

異
な
り
、
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
、
各

金
融
事
業
者
が
い
か
に
創
意
工
夫
を

発
揮
し
比
較
可
能
性
を
向
上
さ
せ
て

い
く
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
「
見
せ

る
化
」
し
て
い
く
か
に
期
待
し
た
い
。

（
注
）１　
「
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
に
関

す
る
原
則
」
に
基
づ
く
取
組
方
針
等

を
金
融
庁
の
定
め
る
方
式
に
よ
り
公

表
し
、
金
融
庁
が
認
め
た
事
業
者
の

み
、「
金
融
事
業
者
リ
ス
ト
」
に
掲

載
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
併
せ
て
共

通
Ｋ
Ｐ
Ⅰ
に
つ
い
て
も
、
こ
の
リ
ス

ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
事
業
者
の
み

金
融
庁
で
は
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。

２　

金
融
庁
『「
顧
客
本
位
の
業
務

運
営
」
の
取
組
成
果
の
公
表
状
況
』

（
20
年
５
月
）

３　

金
融
庁
「
投
資
信
託
の
販
売
会

社
に
お
け
る
比
較
可
能
な
共
通
Ｋ
Ｐ

Ⅰ
に
つ
い
て
」（
18
年
６
月
）

４　

金
融
庁
「
投
資
信
託
等
の
販
売

会
社
に
よ
る
顧
客
本
位
の
業
務
運
営

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
に
つ
い
て
」

（
21
年
６
月
）、
同
「
平
成
28
事
務
年

度
金
融
レ
ポ
ー
ト
」（
17
年
10
月
）

５　

投
信
の
共
通
Ｋ
Ｐ
Ⅰ
で
採
用
さ

れ
て
い
る
「
預
り
残
高
上
位
20
銘
柄

の
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
」
に
つ
い
て

は
、「
外
貨
建
保
険
で
は
金
融
事
業

者
が
算
出
に
必
要
な
デ
ー
タ
の
蓄
積

が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
、
検
討

す
べ
き
課
題
を
有
す
る
た
め
、
現
時

点
で
同
様
の
基
準
で
定
義
し
た
共
通

Ｋ
Ｐ
Ⅰ
の
導
入
は
見
送
り
、
今
後
検

討
を
進
め
て
い
く
」
と
さ
れ
た
。

な
が
さ
わ　

と
し
お

84
年
太
陽
神
戸
銀
行
（
現
三
井
住
友

銀
行
）
入
行
。
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
業
務
、

リ
ス
ク
管
理
業
務
等
に
従
事
。
11
年

１
月
金
融
庁
入
庁
。「
顧
客
本
位
の

業
務
運
営
」
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に

従
事
、
19
年
８
月
か
ら
主
任
統
括
検

査
官
。
20
年
12
月
金
融
庁
を
任
期
満

了
に
つ
き
退
職
。
21
年
３
月
か
ら
現

職
。
21
年
５
月
か
ら
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
に

兼
務
出
向
。
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